
 

“
永
源
寺
ス
ギ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
” 

  

「
永
源
寺
ス
ギ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
は
、

永
源
寺
地
区
に
多
く
植
栽
さ
れ
て
い
る

「
ス
ギ
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。 

 

永
源
寺
に
も
戦
後
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
今
ま
で
は
、

森
林
所
有
者
と
建
築
主(

施
主)

と
工
務
店

(

建
築
業
者)

の
三
者
が
直
接
つ
な
が
る
こ

と
が
な
か
っ
た
た
め
、
お
互
い
の
求
め
て

い
る
も
の
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
地
域
の
ス
ギ
を
地
域
で
使
い
た

く
て
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
永
源
寺
ス
ギ
を
取
り
巻
く
人

た
ち
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
情
報

を
共
有
・
発
信
し
て
い
こ
う
と
「
永
源
寺

ス
ギ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

こ
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 現

在
は
東
近
江
市
箕
川
町
を
中
心
に
活

動
し
て
お
り
、
あ
ず
ま
や(

小
屋)

づ
く
り
や

山
登
り
、
木(

永
源
寺
産
の
ス
ギ
な
ど)

に
親

し
む
木
工
体
験
、
伐
採
体
験(

見
学)

な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

毎
月
第
二
水
曜
日
十
九
時
〜
二
十
一
時
頃

ま
で
、
東
近
江
地
域
振
興
局
の
会
議
室
で

企
画
会
議
（
会
員
同
士
の
情
報
交
換
や
取

り
組
み
の
打
合
せ
）
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
森
林
の
楽
し
さ
や
木
の

魅
力
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
体
感
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
木
の
魅
力
を
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
永
源
寺
ス
ギ
の
フ
ァ

ン
と
、
木
の
良
さ
が
あ
ふ
れ
る
「
木
の
家
」

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
会
長
ま
で
。

今
回
は
、
日
野
町
に
あ
り
ま
す
「
グ
リ

ム
冒
険
の
森
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
グ
リ

ム
童
話
の
生
み
の
親
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
ド

イ
ツ
の
ハ
ー
ナ
ウ
と
い
う
町
で
生
ま
れ
、

生
涯
を
通
し
て
メ
ル
ヘ
ン
街
道
を
さ
か
の

ぼ
る
な
か
、
数
々
の
童
話
を
収
集
し
て
い

の
絵
本
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
策

に
ぴ
っ
た
り
な
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
森
」
は

不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
！
魔
女
や
妖
精
が
あ

ら
わ
れ
る
か
も
・
・
・
？
！
自
然
を
生
か

し
た
体
験
教
室
や
木
工
教
室
な
ど
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
気
の
い
い
日
は
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
ク
リ
ン
と
キ
コ

ロ
も
待
っ
て
ま
〜
す
♪ 

き
ま
し
た
。
こ
の
施
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
と

各
コ
テ
ー
ジ
は
、
ド
イ
ツ
に
あ
る
メ
ル
ヘ

ン
街
道
に
位
置
す
る
地
名
と
ル
ー
ト
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
前
が
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
各
コ
テ
ー
ジ
の
室
内
に
は
、
そ

の
名
前
の
と
お
り
メ
ル
ヘ
ン
街
道
に
位
置

す
る
地
で
有
名
な
ド
イ
ツ
の
民
芸
品
や
、

グ
リ
ム
兄
弟
が
そ
の
地
で
収
集
し
た
童
話

イ
ベ
ン
ト
情
報 

○
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
挑
戦
！ 

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
は
ド
イ
ツ
語
で
森
の
切

り
株
の
意
味
。
そ
う
！
グ
リ
ム
に
ピ
ッ
タ

リ
の
お
菓
子
な
の
で
す
。 

○
新
企
画
！
！
グ
リ
ム
草
木
染
め 

自
然
の
材
料
を
生
か
し
て
草
木
染
め
を
楽

し
も
う
〜
。
ど
ん
な
模
様
の
ハ
ン
カ
チ
に

な
る
か
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
！ 

○
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ミ
ニ
コ
ー
ス 

ミ
ニ
コ
ー
ス
で
も
走
り
ご
た
え
の
あ
る
専

用
コ
ー
ス
で
す
。
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に

楽
し
も
う
！ 

○
グ
リ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

す
よ
。 

○
木
工
体
験
工
房G

R
IM
M
 

自
然
の
中
か
ら
集
め
た
小
枝
や
木
の
実
な

ど
を
自
由
な
発
想
で
い
ろ
ん
な
物
に
変
身

さ
せ
ま
す
！ 

  

等
々 

詳
し
く
はH

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

コ
ー
ス
は
２
コ
ー
ス
！
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
冒
険
し
よ
う
。
新
し
い
発
見
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
だ
！ 

○
ド
ラ
ム
缶
風
呂
体
験 

自
分
た
ち
で
水
を
張
っ
て
薪
で
湯
を
沸
か

し
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
風
呂
の
焚
き
方
を

子
供
達
に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。
森
の
空

気
を
吸
い
な
が
ら
の
露
天
風
呂
は
格
別
で

永
源
寺
ス
ギ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

会
長 

阿
野
信
雄(

あ
の 

の
ぶ
お) 

〒527-0203

東
近
江
市
箕
川
町 

電
話

0
74
8-
29
-0
45
2

本
誌
で
は
こ
の
よ
う
に
森
林
で
楽
し
ん
で
い

る
活
動
団
体
や
地
域
の
木
の
利
用
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体(

会
社
も
含
む)

の
紹
介
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
ご
相
談
下
さ
い
。 

グ
リ
ム
冒
険
の
森
管
理
事
務
所 

〒52
9-1
623

日
野
町
熊
野4

3
1

番
地 

電
話0

748
-53-
080
9
 

F
A
X
 074
8-5
3-
155
2
 

h
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平成１９年度「びわ湖水源のもりづくり月間」 

の活動案内 

 

滋賀県では、平成１８年度より皆さんから頂いた琵琶湖森林づく

り県民税で、森林に関係する事業を実施しています。その事業の一

つとして「びわ湖水源のもりづくり月間」があります。 

「びわ湖水源のもりの日」である１０月１日を基準として１０月１

日から３１日までの１ヶ月間を「びわ湖水源のもりづくり月間」と

しており、県内各地で森づくり活動が実施されます。 

東近江地域振興局管内(近江八幡市、東近江市、安土町、竜王町、

日野町)においても１４日(日)と２０日(土)に森林整備活動をおこ

ないます（活動に必要な道具は主催者で準備します）。 

さらに２７日(土)には、いろいろな体験により森林や木の魅力が

再発見出来るコーナーやキノコなどの林産物の販売コーナーなど

がある「森づくり交流会」が大津市なぎさ公園で開催されます。

 興味のある方は、ぜひお越しください。 

ＦＭ滋賀のモビィも来るよ！ 

 

 詳しい内容については、東近江地域振興局森林整備課

（tel:0748-22-7718(直通)）までお問い合わせ下さい。 

＠１０月１４日(日) 

   場  所 ：東近江市五個荘石馬寺町 

   内  容 ：雑木林の除伐 

（林内に日光を入れるために木を切ります） 

   ポイント：きぬがさ山でノコギリを使い、雑木林の手入れをお

こないます。少々きつい作業があるかもしれません。

＠１０月２０日(土) 

    場 所 ：東近江市箕川町 

   内 容 ：人工林での森林整備活動(間伐、枝打ち など) 

   ポイント：日常生活で体験できない、立っている木を切り倒す

作業が体験(または、見学)出来ます。 

        住宅に使われている木材が育っている環境を実感

できます。 

＠１０月２７日(土) 

   場 所 ：大津市 琵琶湖岸なぎさ公園(ピアザ淡海付近) 

   内 容 ：森づくり交流会 

       （キノコなどの林産物の販売や木とふれあう体験コ

ーナーがあります。滋賀の木を使って家を建てるグルー

プなど、滋賀県の森林や木の情報がもりだくさん。） 

   ポイント：琵琶湖を見ながら森林の中にいる気分に? 

ハチ 
 予防 黒い服装を避ける 
    いい匂いのするものを身につけない 

    ハチや巣に近づかない 

    ハチを手や棒で振り払わない 

 手当て 刺された箇所を水で洗い、毒を体の

外へ出す ヤマビル 
 予防 忌避剤をスプレーする 
 手当て すぐにヒルをはがす、抗ヒスタミン剤を塗布 

 
熱中症 
 予防 水分や塩分を多めに摂る、休憩時間を十分に取る 
 手当て 日陰に寝かし、着衣をゆるめ楽にさせる 

     濡れタオル等で体を冷やす 

     意識があれば冷水やスポーツドリンクを少しずつ飲ませる

写真の大きなノコギリは昭和の終わ
りまで実際に使われていたもの。ノ
コギリを使ったことがある人なら、
これを使いこなすのが容易でないこ
とが分かるはずだ。ましてやこれで
立木を伐るなんて。このノコギリで
大木を伐っていた人達の力と技には
感服するしかない。まさしく、この
人ありてこの道具あり。 
 これに対し、小さいノコギリ。よ

く切れ、使いやすく、そして切れなくなったら交換。誰でもお手軽に使い
こなせるので、多くの人に使われている。使い手を選ぶ道具と、使い手が
選ぶ道具。どちらも道具として間違ってはいない。そんなことを考えてい
るとこの大ノコから尊大な声が聞こえてくるようだ。 

─わしを使ってみろ─     （コラム担当 ガ）
○○○○○○○○○①○○○○○○○○○②○○○○○○○○○③○○○

「もりん・ちゅ」創刊です！沖縄では海人を「うみんちゅ」

というのはご存知でしょうか？だから、森の人は「もりん

ちゅ」、そして「・ちゅ」には森への愛を込めています。森

や木を好きになってくれる人が増えますように…森林の今

を伝えられるように…未来を考えるきっかけにしてもらえ

るように…欲張りだけど頑張ります！（編集担当 うめ）

漫画・オノミユキ

ハチ・ヒル 

熱中症に 

注意 
今から２３年後の滋賀県ってどうなっているんでしょう？このままいったらA？それともB？

どちらに進むかは、今の私たちの選択にかかっているのかも？ 

鋸（のこぎり） 

A B


